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（京都府教育委員会／京都市教育委員会／京都府私立中学高等学校連合会／京都商工会議所／公益財団法人大学コンソーシアム京都）

京都高大連携研究協議会
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「高大社連携フュー

チャーセッション」とは、

将来に向けて新たな価値

を創造するため、高校

生・大学生・社会人と

いった世代、学校間を越

えて、未来志向で対話・

交流する高大連携キャリ

ア教育プログラムです。

11月7日（日）の開催に

向けて、企画・運営を担

う今年度の実行委員を募

集します！



対 象▶ 京都府内の高等学校・大学に通う高校生・大学生のうち、下記に該当する方

・開催当日および実行委員会、その他実行委員による活動に積極的に参加できる方

・Zoom、Slackなどを活用できるデバイスやインターネット環境をお持ちの方

定 員▶ 10～15名程度

※応募者多数の場合、抽選とさせていただく場合があります。

応募方法▶ 左記QRLの読み取り、または下記HPをご覧の上、ご応募ください。

応募締切▶ 2021年5月31日（月）

そ の 他▶ 高校生は、実行委員会への参加にあたり、保護者の承諾書が必要となります。

（詳細は応募受付後、別途ご案内します。）

京都高大連携研究協議会事務局

（公益財団法人大学コンソーシアム京都 教育開発事業部 高大連携事業担当）

〒600-8216 京都市下京区西洞院通塩小路下ル キャンパスプラザ京都

Tel：075-353-9153 Fax：075-353-9101 E-mail：kodai@consortium.or.jp

問い合わ
せ先

2020年度 実行委員会の声

初対面の人同士だった関係から一つの
ことを成し遂げられた。思っていた以
上の学びや経験をすることができた。
【高校3年】

始めは大変だったけど、半年を通してみ
んなで仲良くなれて、企画を楽しむこと
ができた。【高校1年】

以前よりも失敗に対する恐れが減った。失敗しても
何度でも挑戦したいという前向きな気持ちになれた。
また、多様な意見をまとめるのがどれだけ難しく、
一方で、どれだけ面白いことなのかということが分
かった。【大学2年】

様々な葛藤がありながらも、終
わってみてとても達成感を感じ
た。【大学2年】

今この時代だからこその考えを深めることができたのはも
ちろん、コロナ禍だからこそ知り合った多くの人と仲を深
めることができたこと、今後社会に出てからでも生かせる
学びができたことなど、実行委員として参加して良い経験
になった。【高校3年】

積極的に意見を出すことの大切さを学んだ。
また、臨機応変に対応することの必要性も
学んだ。【大学3年】

2020年度高大社連携フューチャーセッション
実行委員対象アンケート結果より

実行委員会主な活動内容・
スケジュール（予定）

6月
オリエンテーション

6月末～8月末
企画検討・広報準備

9月～10月末
広報活動・当日に向けた準備

11月
開催当日

12月
成果報告会・振り返り会

https://www.consortium.or.jp/kodai/36267

鮫島 輝美 氏（京都光華女子大学 健康科学部 准教授）
杉岡 秀紀 氏（福知山公立大学 地域経営学部 准教授）

2021年度 高大社連携フューチャーセッション

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ2021年11月７日（日）開催日

新型コロナウイルス感染症の影響により価値観が大きく変化し、バーチャルリアリティー

やAIなどICT環境の発展や次のキャリアにつながる副業、都市と地方での兼業の導入など、

社会状況が大きく変化する中で、学び方、働き方、暮らし方の多様性が広がっています。

その大きな流れの中で、学び手である高校生・大学生は、学び方、働き方、暮らし方に対

して、何に興味を持ち、どのようなことを考えているのでしょうか。高校生・大学生・社会

人といった世代・学校間を越えて、これからの「学ぶ」「働く」「暮らす」の新しいあり方

について対話・交流する機会とします。

このことを踏まえて、今年度で2期目となる実行委員会では、6月～11月にかけて、高校

生・大学生が主体となって、 SlackやZoomを用いて集い、当日のプログラム（テーマ、構

成、ゲスト候補者、会場）等の検討、広報用チラシの作成、広報活動、当日の運営等を担い、

開催当日の企画を作り上げていきます。

滋野 哲秀 氏（龍谷大学 文学部 教授）ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ


